社団法人　千葉県社会福祉士会
平成23年度 第1回理事会議事録
1、 開催日時　平成23年4月17日（日）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階会議室
3、 出席者　会長
　神山

副会長
　目黒、櫻井（勉）
　　　　　　事務局長
　岡本
　　　　　　会員理事
　(ぱあとなあ千葉運営委員会）吉田
(総務委員会）櫻井（絢）、鈴木（将）
(研修委員会）周藤

(総合相談委員会）森池
(独立型社会福祉士委員会）川島

　　　　　　会員外理事
　池亀、石塚、石川 (11：50退席)
　　　　　　相談役
　山﨑
委任状提出理事
　鈴木（勝）、五十嵐、染野
　　委任状提出会員外理事　西城

欠席会員理事
　丸

欠席代議員

　須田、小榑、平野、出羽

欠席監事

　君和田、林

4、 議題

（1） 報告事項に対する質疑
（2） 議事
1. 東日本大震災被災者支援対応について
2. 平成23年度第1回総会議案について

3. その他
5、 議事録

· 出席者及び資料の確認

· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。

○ 委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．ぱあとなあ千葉運営委員会
· 資料P16　4 (2) 義援金300万円を明確に区分けして記載してほしいと、委員会へ依頼あり。(内訳については、資料P4 ＜平成22年度における緊急対応＞1～3 参照)

２．研修啓発部会

· (資料の訂正)　P13　1)研究大会　「これからの支援大体制」→「これからの支援体制」

· 研修大会は今後、震災に関することをやっていくという方向性で承認を求める。→承認。
３．事務局

· (資料の訂正)　P21千葉県第61回“社会を明るくする運動”千葉県推進委員会会議 4月20日　＜未定＞→小暮さんが出席

· 四街道市介護認定審査会委員は公募を行い、約6名の応募があった。今後も委員の公募を増やしていきたい。
· 退会者43名　理由は不明だが、おそらく会費未納によるものである。来年度以降、個人会員のフォローを丁寧にやっていく必要がある。

· 議事
1． 東日本大震災被災者支援対応について
· 震災対応担当鈴木(将)理事より、被災地支援関係について資料P5～に沿って経過報告あり。
· 資料P5　1. ①司法書士会・弁護士会との合同勉強会を検討していたが、4月3日の旭市・香取市での無料相談会に参加して、こちらは見直す必要があると考える。司法書士会・弁護士会とは相互に講義をする形で行い、まずは資料P6　9.⑤の相談力をアップための社会福祉士独自の勉強会を行う必要がある。
· 4月14日に青年司法書士協議会会長と協議をし、県内で合同の無料相談会を開催することで話を進めている。詳細が決まり次第、会員に参加を呼びかけたい。
· 会員外理事より、司法書士会・弁護士会等の災害支援の動きについてお話をいただく。4月3日の相談会では、今後の心配や生活そのものに対する心配というようにニーズが異なってきており、ニーズに合わせた対応が必要である。また、相談についてはワンストップサービスを求められるため、それぞれの会が単独で行うことも難しい、そして合同で行うことだけでも解決できないこともある、というような見解をいただいた。
· 福島県いわき市は、続いている余震や原発の影響などから公的な要請が出せないという状況である。千葉県社会福祉士会として支援するということを共通理解とし、いわき市に対する支援を今後、千葉県社会福祉士会が認めた支援としてバックアップしていくことを希望する。実際に現地に入ったことから、個別支援の他にトータルマネジメントを組織的支援として行っていく必要がある、というような意見も出た。
· 千葉県社会福祉士会として被災地に赴く場合、会員に無理のない範囲で参加をしてもらうようにしたい。

· 千葉県社会福祉士会として、災害派遣車両証明(申請に会の公印が必要)および補助金(保険加入は補助金の一部とする)を含めて、今後いわき市災害ボランティセンターでの被災者支援の活動をしていくことの承認を求める。→承認。

· 続いて、平成23年度における対応についての説明に入る。(資料訂正)　P4　＜平成23年度における対応(案)＞2. b，「広く支援を行う場合」→「広く継続的に支援を行う場合」
· 被災者支援対応は、資料P4 ＜平成22年度における緊急対応＞の2.および3.については、平成23年度についても暫定的に継続する。

· 資料P4 ＜平成23年度における対応(案)＞　2. d. として、2.aおよびbについては原則として三役で判断すること　e. 災害派遣車両証明については2.aおよびbも対象とする、の2点を追加する。

· 資料P4 ＜平成23年度における対応(案)＞ 3. 「保険を本会にて加入する」を削除。

· 資料P4 ＜平成23年度における対応(案)＞ 5.　削除。

(相談会という形にこだわらず、司法書士や弁護士などに話をもっていくための整理も社会福祉士の活動であるという意見などがでたことによる)
· 補足として、千葉県災害義援金は、千葉県内の被災地に配られるものであることを確認。

· 平成23年度における東日本大震災被災者支援対応について承認を求める。→承認。
今後見直しは発生するので、その際は理事会、三役で決めていく。

· 5月8日に会員田村さんの企画により、「チャリティ福祉講演会と映画上映会」を予定しているので、後援およびホームページ等での広報の依頼があった。
2. 平成23年度第1回総会議案について
· 4月23日に日本社会福祉士会の総会が、書面票決で行われる予定である。

· 日本社会福祉士会としては、総会で連合体への移行が不成立となった場合でも、将来的には連合体に移行をする方針である。

· 日本社会福祉士会においては、連合体移行にあたり個人会員は資格を喪失することになるが、この場合でも定款変更でよいものなのか、などという疑問もでた。
· 議案についての承認の前に、4月23日の日本社会福祉士会総会の書面票決の結果を待ったほうがよいのではないか、という意見がでた。

· 日本社会福祉士会の総会において否決となった場合を鑑み、第2～4号議案においては、定款の付則をはずし、第1号議案のように「日本社会福祉士会の定款変更が成立することを条件に～」という内容の文言を追加するほうがよいのではないか、という議案の修正という意見がでた。
· 日本社会福祉士会の総会で連合体移行が成立するかどうかで状況が異なってくる。日本社会福祉士会の総会で連合体移行が否決されることも考えられるが、第2～4号議案の文面を上記のように修正することを条件に、平成23年度第1回の総会議案として提出してよいか承認を求める。→承認。
· 上記議案の文面修正は事務局で行い、会員外理事のチェックを受け、三役で確認をしてから総会に提出することとする。
· 連合体移行については、千葉・安房・柏の3ヶ所で会員への説明会を検討中。

